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令和６年度 国立若狭湾青少年自然の家 福井県「体験の風をおこそう」運動推進事業 

 

令和６年度「FUKUI TAIKEN 交流会」 事業報告書 

令和７年１月１８日（土）１4：００～１6：００ 

 

Ⅰ 事業概要 

当事業では、「子どもの教育」と「体験活動」をキーワードに、青少年教育関係者の指導力や広報力等の運営力の向

上を図ることで、地域における体験活動を通した青少年教育を持続的に推進することを趣旨とし、各事業や取組の紹介

とテーマに基づいたグループディスカッションの２部構成で実施した。また、特別講話として、福井県教育庁生涯学習・文

化財課の藤本参事を招聘し、「福井県におけるアウトドア教育推進について」と題し、福井県の教育に関する動向につ

いて説明していただいた。 

 

◆ 開催場所 

敦賀駅交流施設 オルパーク２階 (〒914-0055 福井県敦賀市鉄輪町 1-1-19) 

 

◆ 参加団体（申込時） ※申込順 

団体名 団体名 

株式会社ネクアス 一般社団法人 Switch Switch（２名） 

水口木材株式会社 NPO法人森のほうかごがっこう 

嶺南振興局 二州農林部 林業水産課 さとやま子育てコミュニティいけだのそら 

福井県里山里海湖研究所（２名） かみなか農学舎 

ブルーフラッグアカデミー＋ 福井県キャンプ協会 

福井県立三方青年の家 MPO法人森林楽校・森んこ 

くにみクラゲ公民館 福井県海浜自然センター 

※うち４団体が欠席 

 

Ⅱ 当日運営について（担当者の所感） 

  当日は、１0 団体１１名の参加があった。第一部に特別講話、第二部

に事業紹介を行った。第二部の事業紹介では、当初１団体５分程度の

紹介時間を予定していたが、とても５分では収まらないほど、普段活動

されている事業が各団体で多くあり、それぞれの説明に聞き入ってしま

った。随所での機器のトラブル等により、第三部は時間がなく実施する

ことができなかったが、有意義な機会となった。 

   

 

 

◆ 参加者の声（７名のアンケート結果より抜粋） 

①交流会全体の満足度 

「満足」・・・２件 

「やや満足」・・・４件   コメント：もう少し時間があり、交流の時間ができればうれしかった。 

「やや不満」・・・１件   コメント：もう少し長くてもよかった。 

「不満」・・・０件 

 

 

第一部 特別講話の様子 



2 

 

②「各団体の取組を知ることができたか」（５段階評価） 

「★★★★★（★５つ）」・・・３件 

「★★★★  （★４つ）」・・・０件    

「★★★    （★３つ）」・・・４件    

「★★      （★２つ）」・・・０件 

「★        （★１つ）」・・・０件 

 

 

③「自分の取組を紹介することができたか」 

「満足」・・・１件 

「やや満足」・・・４件 

「やや不満」・・・１件 

「不満」・・・０件 

「発表していない」・・・２件 

 

 

④「他の団体と意見交換や相談はできましたか。」（５段階評価） 

「★★★★★（★５つ）」・・・０件 

「★★★★  （★４つ）」・・・１件    

「★★★    （★３つ）」・・・３件    

「★★      （★２つ）」・・・３件 

「★        （★１つ）」・・・０件 

 

 

⑤「今後の連携先（パートナー）が見つかりましたか。」 

「具体的な連携先が見つかった（双方の同意あり」・・・１件 

「今後連携していきたい相手が見つかった（双方の同意なし）」・・・１件 

「名刺交換ができて満足」・・・３件 

「見つからなかった」・・・２件 

 

 

⑥「特別講話はどうでしたか」（５段階評価） 

「★★★★★（★５つ）」・・・２件 

「★★★★  （★４つ）」・・・２件    

「★★★    （★３つ）」・・・３件    

「★★      （★２つ）」・・・０件 

「★        （★１つ）」・・・０件 

 

 

◆ 成果と課題 

事業アンケートの回答は少なかったが、概ね事業の目的は達成できたのではないかと考える。やはり、第三部が実

施できなく交流の時間が持てなかったことが参加者の全体の満足度や回答④、⑤の成果に影響があったと考える

（以下の回答結果を参照）。今後、開始時間を 13：3０からにすることや、１６：３０に終了することで開催時間を１時間

程度引き延ばしてもよいか検討してもよい。また、各団体の発表時間を予め１０分程度にしておき、ベルで発表の終了

時間を知らせる等を行うことで、時間管理をすることも検討した方がよい。 

 

      今回、令和６年度「FUKUI TAIKEN MARCHE」の出展団体や過去のイベントの出展団体をメインターゲットに広

第二部 団体紹介の様子① 

第二部 団体紹介の様子② 
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報を行ったが、その他、当所 HP や Instagram、福井新聞、環境教育に関する協議会広報サイトを活用したり、積極

的に関連会議に参加し手交して広報を行った。なかでも、福井新聞の掲載や直接手交した広報がより有効だったと

感じる。 

 

      開催時期については、年始の時期では地域の行事等が多くあること

から、１月下旬もしくは２月にずらす方がよかったと感じる。また、開催場

所については、福井県の中間地点に位置する敦賀市として、遠方（特

に嶺北や高浜方面）から電車でも来れるよう敦賀駅に隣接する会場を

選択した。今回参加した方からのアンケートで、概ね「来やすい場所」

であったことがわかった（右の図参照）。 

 

◆ 事業運営のツボ・工夫 

・これまで「子どもの教育」、「体験活動」のキーワードに関係する団体が一同に介して交流する場（イベント）が県内

ではあまり見られず先駆的な事業であった。団体にも概ね“ニーズがある”ものだということがわかった。 

・参加者数を一定数見込むため、過去のイベント（主に「FUKUI TAIKEN MARCHE」）と関連させた事業となるよう

計画した。 

・参加しやすいよう会場選定などに工夫をした（県内の中間地点、電車で来れる、駐車場がある、参加無料、休日の

午後開催など）。 

・今回の開催、広報にあたり当方として新しいネットワークが構築された。各地域、施設でぜひ実施すべき事業である。 

 

 

 

 

【事業担当】 

国立若狭湾青少年自然の家  小林、井石 

住所：〒917-0198 福井県小浜市田烏区大浜  

TEL：0770-54-3100 FAX：0770-54-3023 

Mail：wakasawan-ji@niye.go.jp 

 

事後アンケートの結果 

⑦「開催場所について教えてください」 

「来やすい場所だった」・・・５件 

「来るには遠いが 

内容が良いので問題ない」・・・２件 

「内容にしては遠かった」・・・０件 


